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＜途中７行目より＞ 

ところで今回は、仕事上大変困っている LAの港でのストライキ騒動に触れてみま

す。 

日本の新聞でも一部報道されていましたので、ご存知の方も多々いらっしゃるかと思

いますが、幸松※もこの騒動に少なからず巻き込まれています。 

  ※株式会社 幸松 ～総合物流業・貸し倉庫業 

実は日本製の自動車を輸入する際の船の仕事に多少なりとも関わっているのです。 

今回の騒動では約１０日間、アメリカ西海岸の港（２９港）が全く麻痺してしまいまし

た。船の積み荷の上げ下ろしが全く行われなかったのです。 

その間、１００隻以上もの船が沖で碇を下ろし、荷物の積み下ろしを待っていました。

当然アメリカ経済に及ぼす影響は甚大なものがあります。 

報道によるとその影響は金額にして１日１０億ドルから２０億ドルにも及ぶとも言われ

ていました。 

港での貨物の上げ下ろしは港湾労働者が行います。 

アメリカ西海岸で彼らを代表するのが ILWU(International Longshoremen & 

Warehouse Union)という強力な労働組合です（組合員 10,500 人）。 

一方、雇用主を代表して交渉にあたっているのが PMA(Pacific Maritime Association)

という機関です。 

今年の６月末に３年間の契約が期限切れとなり、その後、日毎に契約を更新して交

渉を続けてきたのですが、ここにきてついに痺れが切れ、組合側がスローダウンとい
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う、安全を理由とした作業の速度を遅らせる戦術に出ました。 

話によると雇用主にとってこの戦術はストライキよりも質が悪いようです。 

一方これに対して雇用側がロックアウト（西海岸史上初）という労働者を港から締め出

す対抗措置を取りました。 

結果として１０日にもおよぶ港湾の麻痺状態が発生した訳です。 

雇用主側に肩を持ってしまうようですが、港湾労働者は大変条件面で恵まれていると

聞きます。 

報酬は非常に高いようですし、各種福利厚生も充実しているようです。 

それもこれも強力な労働組合のなせる業です。 

今回の労使協議における一番の争点は、港湾作業の IT 化と言われていました。 

組合側は IT 化が雇用を奪いかねないとして徹底反対の姿勢を崩していませんでした

が、今のご時世 IT 化による効率化を図らない組織がどこにあるのでしょうか。 

どうやら西海岸の港は世界の他の主要港に比べても遅れているようです。 

（その後、IT 化に関しては１１月１日に暫定合意が得られました。） 

ただでさえ自動車と不動産以外は減速が懸念されているアメリカ経済ですのに、それ

に追い討ちをかけるような事態になっていたのは大変残念なことです。 

アメリカ経済のみならず世界経済への影響が軽微であることを祈っています（その後

自動車も怪しくなってきています・・・）。 

去年のテロ以来、United We Stand と国中が一致団結してテロに立ち向かう姿勢を見

せているアメリカ人ですが、外に対しては一致団結しているように見えていても、中で

はこのような争いを起こしてしまい、結果として自国の経済を虫食んでしまっているの

は大変皮肉なことだと言わざるを得ません。 

経済への影響を懸念した政府が仲裁人を送り込みましたが、それも不調に終わりま

した。 

組合側は IT 化の推進を契約書から削除することを主張して譲りませんでしたし、雇

用主側は組合側がスローダウンを今後一切行わないことを確約しなければ交渉のテ

ーブルに付かないと主張し、期待された仲裁人も功を奏しませんでした。 



結局、大統領がタフト．ハートレー法という長らく使われていなかった（２４年ぶり）法律

を根拠とした指揮権を１０月８日に発揮することで、とりあえずは８０日間の冷却期間

が設けられ、港での作業は再開されることとなりました。 

しかし、８０日間（１２月２７日まで）で契約が締結されるかは全く不透明です。 

 

１１月１日の IT 関連での暫定合意によってかなりの前進が見られましたので、なんと

か１１月末の Thanksｇiving の連休前には解決してくれ、クリスマス商戦への影響が最

小限であることを強く祈っています。 


